
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 表彰事業の概要 

公益財団法人 三島海雲記念財団は、カルピス創業者である三島海雲により

1962 年に設立されました。三島海雲は、「自然科学と人文科学の学術振興こそが

日本の発展の原動力となり、人類の福祉の向上に寄与する」との信念を生涯にわ

たって掲げ、学術と社会の架け橋となることを志しました。 

この精神を顕彰すべく、財団設立 50 周年を記念して 2012 年に創設されたの

が、「三島海雲学術賞」です。本賞は、自然科学および人文科学の分野において、

創造性に富み、優れた研究能力を有する若手研究者（45 歳未満）を表彰し、その

研究の発展を支援することを目的としています。 

とくに自然科学部門では、「食の科学に関する研究」（食品素材、製造・加工・

調理、発酵・微生物利用、栄養・嗜好・生理機能、食の安全、疾病予防など）を

対象とし、国内外の学術誌等に公表された論文や著書などを通じて、独創的で発

展性のある顕著な研究業績を挙げた研究者が選考されます。 

（【参考】三島海運記念財団 Web サイト：https://www.mishima-kaiun.or.jp/virtue/） 

https://www.mishima-kaiun.or.jp/wp-mishima/wp-content/uploads/2025/06/2025 年度三島海雲学術賞リリース.pdf 

 

２ 受賞者 古澤 之裕（富山県立大学 工学部 医薬品工学科 准教授） 

 

３ 受賞テーマ  

⾷物繊維による腸内環境と免疫の制御を介した疾患予防に関する研究 

４ 受賞内容 

「食物繊維による腸内環境と免疫の制御を介した疾患予防に関する研究」 

食物繊維のもつ新たな生理機能とその作用メカニズムを明らかにし、炎症性疾患 

(IBD)やアレルギーの発症予防のために摂取すべき食物繊維種に関する科学的エビデ

ンスを提供した。また、食物繊維の機能に免疫調節作用という新たな価値を与え、免

疫疾患に対する新たな予防戦略の開発につながる成果を上げた。 

 

 
 

  

富山県立大学教員の 

「第 14 回三島海雲学術賞」受賞について 

公益財団法人 三島海運記念財団 (理事長 羽田 正)より、2025 年度（第 14

回）三島海運学術賞の受賞者が発表され、本学工学部医薬品工学科の古澤之裕准教

授が自然科学部門の受賞者として選出されましたので、ご案内します。 

本賞は、自然科学及び人文科学の研究領域において、創造性に富み、とりわけ優

れた研究能力を有する若手研究者を顕彰し、その研究の発展を支援することを目的

として、2012 年(平成 24 年)の財団設立 50 周年を機に創設されました。 
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https://www.mishima-kaiun.or.jp/wp-mishima/wp-content/uploads/2025/06/2025年度三島海雲学術賞リリース.pdf


５ 表彰式について 

日時：令和 7 年 7 月 4 日（金曜日）10 時 30 分〜 

場所：東京會舘 7 階「ウィステリア」  

 


